






















































































































































































































































































































































領　　域 都資質 実前 実中
教師の在り方（在方） 20 8 9
各教科等における実践的な指導力（教科） 32 12 12




























語彙 在方 在方実前 在方実中 教科 教科実前 教科実中 学級 学級実前 学級実中 
理解 12 3 1 26 5 3 16 5 2 
身に付ける 11 5 4 18 7 2 6 3 4 
児童 3 1 2 8 5 6 3 4 6 
方法 0 0 0 10 6 2 5 3 1 














































































































































語彙 在方 在方実前 在方実中 教科 教科実前 教科実中 学級 学級実前 学級実中
理解 12 3 1 26 5 3 16 5 2
身に付ける 11 5 4 18 7 2 6 3 4
児童 3 1 2 8 5 6 3 4 6
方法 0 0 0 10 6 2 5 3 1
… … … … … … … … … …
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「教育実習事前指導の内容」により頻繁に現れることを示している。 
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図９．領域③「学級経営に関する領域」の語彙ネットワーク 
「理解」に入ってくる矢印から「学級経営の意義を理解する」「在り方を理解する」「手法を理解する」
など、理念的理解と同時に具体的な手法の理解までを求めていることが分かる。「している」に集中する矢
印には、「（教育相談や構成的グループエンカウンター等の手法を）活用する」「（保護者や地域住民等と）
対面する」「児童に対応する」「組織的に対応する」「毅然とする」「学級集団を把握する」など、児童、
保護者、地域住民との関係を示す語彙がネットワークを形成している。 
「等」に集中する矢印を逆にたどると「清掃指導、給食指導」「構成的グループエンカウンター」「保護
者地域住民」から繋がっている。「的」に集中する矢印をたどると「実践」「基本」「積極」「具体」「技
法」など教育実践にかかわる語彙と結びついていることが分かる。 
「教育相談」に集中する矢印をたどると「カウンセリングマインド」「構成的グループエンカウンター」
「基本的技法」に結びつき、教育相談の基本的な知識と技法の習得を求めている。「応じる」に集中する矢
印をたどると「一人一人の発達段階に応じた集団指導と個別指導」「一人一人の発達段階に応じて適時、的
確な判断を行う教師」という生徒指導上の原則を示している。「教育相談」「応じる」は集団指導と個別指
導による生徒指導に関する語彙のネットワークとなっている。 
「児童」に集中する矢印をたどると「一人一人の児童に適切に対応する」「児童一人人の発達段階に応じ
た」という文脈で、個を重視した集団・個別指導の使い分けが強調されていることが分かる。一人一人の児
童への対応が重視されている一方で、児童理解―学級―課題解決のネットワークが孤立している。この語彙
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発達段階に応じた」という文脈で、個を重視した集団・個別指導の使い分けが強調されて
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いることが分かる。一人一人の児童への対応が重視されている一方で、児童理解―学級―
課題解決のネットワークが孤立している。この語彙ネットワークは「教育相談や構成的グ
ループエンカウンター等の手法を理解し、児童理解や学級の課題解決の具体的な場面にお
いて活用する方法を実践的に身に付けようとしている。」「教育相談や構成的グループエン
カウンター等の手法を理解し、児童理解や学級の課題解決の具体的な場面において活用す
る方法を実践的に学んでいる。」「児童からの悩みや不安等の相談を受けたとき、担当する
教員の指導のもとで、教育相談や構成的グループエンカウンター等の方法を、児童理解や
学級の課題解決ために実践的に活用しようとしている。」「教育相談の意義を理解し、基本
的な教育相談の技法を学び、児童理解に生かすことができる。」ように文の末尾近くに表
れるので、分離しているように見えるのかも知れない。
　一方で「構成的グループエンカウンター」という特定の手法が指定されていることに注
意を払わねばならない。構成的グループエンカウンターは非構成的グループエンカウン
ターよりも初心者に使用しやすいと言われており、教育委員会等が主催する研修でも用い
られている。共に自己啓発セミナーなどでも用いられている。しかし、グループエンカウ
ンターでは、その実施法を誤ると深刻な事態を招くこともある
25
。
　教師自身がそれと意識しないで、何らかの心理学的な技法を用いたり、検査をしたりし
ている場面を目撃することがしばしばある。重大な問題を引き起こすこともあるし、無事
に終わることもあるし、無事に終わったとしても問題を残す可能性が考えられる。その一
例として教師がそれと意識しないで、ソシオメトリックテスト実施して、その結果を開示
する意味を持つ教育実践を行った例を筆者が紹介した
26
。
　学生時代には特定の心理技法の理解や使用に偏るのではなく、生徒指導や教育相談に関
する講義でそれぞれの技法や検査の長所と短所について広い知識を持ち、教育実践に用い
られたときの問題を考察するようなことが必要なのではないだろうか。構成的グループエ
ンカウンターを用いるのならば、訓練期間が必要であり、それを１単位の教育実習事前・
事後指導で実施することはほぼ不可能と考えられる。
　最後に、学級経営においては「毅然とした態度」と受容的な「カウンセリングマインド」
の両方を持つことを教師に要求している。教育実習生のみならず現役の教師でも両者の同
居と使い分けに悩むのではないだろうか。
まとめ
　本第４報の第Ⅰ節においては、近代以降の我が国の教育の歴史的展開に即しつつ、当時
代の教師論・教師像を一定程度明らかにすることを試みた。その結果、戦前においては圧
倒的に「聖職教師」が国家的に要請され、その「教師像」が主流を占めた時期が長期に及
んでいたことが明らかとなった。そうした教師像を克服しようとした思潮と実践も一時期
生じていたが、大勢とはならず戦後を迎えることとなった。戦後における…代表的な教師
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論は「教育労働者」であるが、この論が実態として我が国戦後から今日にいたる時期の教
師の大勢を占めているとは言い難い。「教育労働者」とは異なる「専門職教師」論も登場
しているのが今日的状況である。問題は、教育労働者や専門教師論のいずれかを選択する
ことでなく、個々の教師が、教育理念を樹立し、個々の「理想の教師」像を構想し、そこ
に至る不断の努力を継続する他はない。教職課程教育においては、そのための基盤を意図
的に形成することに留意することが肝要である。
　これを承けて第Ⅱ節では、国家による「聖職教師」像と「教育労働者」「専門職教師」
との対立を押しのけるかのように、「教師の資質」論が1980年代半ば以降に登場し、任免権
者が「求める教師像」を発表したり、都教委が小学校教諭教職カリキュラムを発表したり
したことを示した。とりわけ後者は、首都圏の大学の教職カリキュラムに影響を与えてい
るので、テキストマイニングを用いて分析を行った。
　クラスター分析と対応分析から、都教委が求める教師資質の到達目標や内容と事前指導
と実習中指導の内容が非常に似通っていて区別しづらいことが明らかになった。その原因
は「求める教師資質」のそれぞれの内容の文頭部分に事前指導と実習中指導の内容が付け
足されていることにあることが想像された。
　ネットワーク分析の結果、以下のことが明らかになった。「教師の在り方に関する領域」
では、組織の一員としての教師の在り方と児童、保護者、地域住民に対応する教師の在り
方が分離していた。｢各教科等における実践的な指導力に関する領域｣ では、授業実践活
動を支える知識、技能、能力のネットワークが重視されていた。一方で、児童一人一人に
対応したキャリア教育と特別支援教育が教科の指導から分離している傾向を示した。最後
に「学級経営に関する領域」では、集団指導と個別指導の組み合わせた学級指導と教育相
談の基本的知識や技能の習得を要求している。しかし、特定の心理技法を指定して、ある
程度時間と費用がかかる習得と理解を教育実習生に要求するという問題点があった。
　このような分析が、今後の教師論・教師像、教師の資質を巡る議論と研究に貢献するこ
とを祈る。
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